周囲に 聴く 



1 干 田國士 



らだ ともい ひ、 宣伝が 足りない とか、 小屋が 辺鄙 だと 

か、 甚だしき は、 世間の 同情が 足りない からだと もい 

ヽ o 

そしてな ほ、 この 状態から 新劇 を 浮び 上らせる ため 

に、 即ち 一言に して 云へば、 芝居 を 面白く する ために 

若干の 提唱が 試みられた。 曰く メロドラマの 再認識、 

曰く 大 劇場 主義 戯曲の 生産 即ち スペクタクル 的 要素の 

新劇 化、 曰く 舞台と 見物 席の 境界 撤廃、 曰く 戯曲の 舞 

台 性 強調、 曰く 芝居 は 華やかに、 おほら かに …… 等、 

等。 

さて、 それらの 意見が、 今日の 新劇 壇に 何等かの 剌 



台 的 魅力と 混同して ゐ はしない か？ 

私 は それに 応 へよう。 

—— 日本に 於ても、 ハ アバ アト • マァシ ャルゃ クロ 

オデット. コルべ エルぐ らゐの 男女 は、 ざら にゐ ると 

思 ふ。 ただ、 彼等 及び 彼女 等 は、 舞台に 立つ こと を 思 

ひ 立たない だけで ある。 いや、 既に、 あの 程度の 「素 

質」 を もった 役者が 二三 人はゐ ると 思 ふ。 が、 彼等 は、 

ああい ふ 種類の 演技 を教 へられなかった までで ある。 

この 議論 を 押し進めて 行く と、 結局、 

一 、 これから 如何なる 男女 をして 俳優 を 志望 させね 

ばなら ぬか？ 



現在、 如何なる 「職業」 に 従事す る もので も、 凡そ 

俳優と 称する 「職業」 にある もの を 除いて は、 もっと 

「現代劇の 人物」 たるに 適した 風貌 を 有し、 現代劇の 「生 

活」 に 近い 生活 をな し、 現代劇の 呼吸 を 呼吸しつつ あ 

る やうに 思 はれる。 即ち、 将来の 演劇 は、 俳優 型 俳優 

を 排除す ると ころから 新生 命を齎 すで あらう ともい へ 

るので ある。 ( 一 九 三 四 • 一二) 
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